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オモニューレクサが日常生活での活動能力を改善
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著変なし

負の効果

オモニューレクサ プラス 

オモニューレクサを装着すると









 上腕骨頭整復の報告 (Hesse et al. 2013) 

日常生活での移動パフォーマンス改善との関係(Hesse et al. 2013) 

肩痛患者の内45-86％で痛みが減少(Hesse et al. 2008, Hesse et al. 2009, Hesse 
et al. 2013) 

快適な装着感の報告(Hesse et al. 2008, Hesse et al. 2009, Hesse et al. 2013) 

機能障害後遺症の最も多い原因が脳卒中である (Hesse et al. 2 009)。 ドイツでは
毎年人口10万人当たり約180人が脳卒中に罹患する。(Kolominsky Rabas et al. 
2006)。 ニュージーランドでは脳卒中の亜急性期患者の内、15～40％に肩関節痛を
発症している(Ratnasabapathy et al. 2003)。

脳卒中では片麻痺による肩関節亜脱臼をきたすことがあり、リハビリテーションの
開始が遅れると肩関節・手関節に疼痛・浮腫・可動域制限をきたしやすくなる 
(Hesse et al. 2008)。

オモニューレクサの効果は上肢・肩関節を適切なアライメントに調整することで、
肩関節痛を減少し歩容を改善することにある。 

主な調査結果

臨床との関連 
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オモニューレクサの効果を証明している主要な研究を挙げる。 

脳卒中により肩関節亜脱臼を呈する患者の内、83.3％に上腕骨頭の亜脱臼改善を認

めた(Hesse et al.2013)。Hesse他の研究では脳卒中亜脱臼患者の60％で、その整復

を認め(2008)、残り40％の患者についても2.5㎝あった亜脱臼の改善を認めた

(2009)。

更に、45-86％の患者に肩関節痛の改善を認めた (Hesse et al. 2008, Hesse et al. 
2009, Hesse et al. 2013)。

歩容改善の視点から見るとオモニューレクサを装着した歩行では、より対称的でダ
イナミックな歩容になると報告されている (Hesse et al. 2009, Hesse et al. 2013)。
日常生活での移動における活動度を改善するとの報告もある(Hesse et al. 2013)。

参照される全ての研究で、装着患者は快適な装着感だと述べている(Hesse et al. 
2008, Hesse et al. 2009, Hesse et al. 2013)。
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